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１．研究計画の概要 

（１）『新佛教』に寄稿する多くの仏教者の
伝記的データを集約し、今後の研究の基礎資
料とする。 

（２）各研究分担者ごとの個別のテーマの考
究。これについては当初は以下のようなテー
マでスタートした。『新佛教』運動史、古河
老川と『新佛教』運動の生成、高島米峰と社
会的ネットワーク、『新佛教』における信仰
の位相、『新佛教』をめぐる明治のメディア、
加藤咄堂と修養運動の系譜、新佛教と宗教教
育、日本仏教の「普遍化」への模索。 

 

２．研究の進捗状況 

 2008 年度以来、メーリングリストを活用
した情報交換ならびに毎年 2 回の研究会を開
催して伝記的データの蓄積に努めてきた。研
究会では深澤英隆氏（知識人宗教）、坂本慎
一氏（新佛教と友松円諦）、杉本良男氏（ス
リランカの近代仏教）から発表をいただいて、
知識人宗教、メディア、国際化の視点からの
議論を深めた。また、2008 年から毎年、宗
教学会にてパネルディスカッションを開き、
すでに計 4 回のパネルを開催している。2008

年度のパネル「『新佛教』の言説空間、その
宗教史・文化史的意味」では、初期新佛教運
動を中心に、それを取り巻く社会的、宗教的
問題について議論した。2009 年度の宗教学
会では「明治仏教の国際化と変貌」「明治仏
教史を上書きする」の二つのパネルを開き、
国際化とメディアについての議論を展開し
た。さらに 2010 年度には「近代仏教／メデ
ィア／大学」と題して、前年度のパネルで提
起された問題を集約したパネルを開いた。以
上の議論の結果、（Ａ）教育機関、出版、講
演説経を含めたメディアと『新佛教』の関係、

（Ｂ）国際化する近代仏教における『新佛教』
の位置という、従前の研究では十分光のあて
られてこなかったテーマの重要性が明らか
になった。これにより研究分担者は各自の研
究内容を深めると同時に、本研究における各
自の研究の位置づけを改めて再検討と確認
することができた。それと同時に、高輪佛教
大学や宇津木二秀といった、近代仏教の国際
化に関する重要な調査対象がプロジェクト
開始後に発見され、本プロジェクトに納まり
きらない問題を提起している。2010 年には、
高輪仏教大学の国際的仏教運動についてア
イルランドコーク大学のBrian Bocking氏と
も情報交換を行った。 

 

３．現在までの達成度 

 ②おおむね順調に進展している。 

（理由） 上記（１）の伝記的資料につい
ては各分担者ごとに 6 名前後の『新佛教』同
人の調査を行っている。正体不明の筆名が多
いことが『新佛教』の特徴だが、これについ
ては高橋が担当して調査中である。（２）各
研究分担者ごとの個別テーマの考究につい
ては、すでに 4 回開催したパネルディスカッ
ションの中で、それぞれがテーマを練り上げ
ているので、報告書論文を執筆する段階にあ
る。ただ、昨年度に発行予定であった中間報
告書は予算の関係で見送ったが、その分につ
いては、今年度の最終報告書に盛り込んでい
く。 

 
４．今後の研究の推進方策 
 本年度は最終報告書の執筆に向けて鋭意
執筆を進めることが最大の課題であろう。こ
れについては昨年度末の研究会で当初の執
筆分担を多少修正し、最終決定してあり、以
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下の内容を予定している。新佛教運動通史、
高島米峰と丙午出版社、加藤咄堂と修養論、
民俗学の起源としての『新佛教』、海外経験
と仏教の新解釈、忽滑谷快天とイスラーム、
高輪佛教大学とメディア、田中治六、そして
『新佛教』登場人物名の整理である。 
 本年度開催の宗教学会において、『新佛教』
の後期に焦点をあて、プロジェクト全体のま
とめとなるパネル発表を予定している。 
 さらに静岡と東京で、それぞれ一回ずつの
公開講演会の開催を予定しており、研究成果
の一般への還元を行う。 
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